
令和４年度 第１回学校運営協議会（コミュニティスクール）議事録 

 

１ 日 時 令和４年６月 25日（土）10:00 -11:30 

２ 場 所  ＡＳ教室 

３ 出席者      ☆・・・学校評価部会、〇・・・地域連携部会 

【学校運営協議会委員】  

〇岩田 春男（いわた はるお）様      南永田・山王台地区連合町内会長 

☆小池 栄樹（こいけ ひでき）様      前アラムコ・アジア・ジャパン東京支社顧問  

☆宮嶋 泰子（みやじま やすこ）様     一般財団法人カルティベータ代表理事 

〇久保田 幸子（くぼた さちこ）様     横浜国際高等学校ＰＴＡ会長 

〇小川 博芳（おがわ ひろよし）様     六ツ川上第二自治会会長 

☆羽入田 眞一（はにゅうだ しんいち）様  横浜国際高等学校初代校長 

【学校側職員】  

☆本郷 宏一（ほんごう こういち）     校長                  

〇唐川 和彦(からかわ かずひこ)      副校長             

☆根本 工（ねもと たくみ）        教頭 

〇川﨑 幸（かわさき こう）        教頭 

☆臼井 敦（うすい あつし）        事務長                  

☆遠藤 誠（えんどう まこと）       総括教諭 ガイダンスグループ           

☆吉住 健志（よしずみ たけし）      教諭   学習支援グループ 

〇佐藤 一義（さとう かずよし）      総括教諭 管理運営グループ        

〇神山 譲（かみやま ゆずる）       総括教諭 国際研究グループ 

【オブザーバー】１名 

 

議事録 

１ 校長挨拶及び委員委嘱 

２ 学校運営協議会委員及び学校側出席者の自己紹介 

３ 令和４年度学校目標及び現況等について 

・(副校長より)「令和４年度 学校評価報告書(目標設定)」(資料説明) 

・(ガイダンスグループ) 「受験結果と進学状況」資料説明 

 令和３年度卒業生の進路状況と進路指導について 

・(学習支援グループ) 

 令和４年度新教育課程の開始について 

 総合的な探究の時間も含めて生徒の問題解決能力の育成について 

・(管理運営グループ) 「年間行事予定」資料説明 

 インターネットバンキングの導入について 



・(国際研究グループ) 

 オンラインによる国際交流活動について 

 令和４年度入学生の海外修学旅行について 

・(IB研究グループ) 

 14期生のディプロマ資格の取得状況及び海外大学等の進学状況について 

 15期生のディプロマ資格取得の最終試験について 

・(生活支援グループ) 

 SNSの利用による課題の増加について 

・(事務室) 

 校舎及び施設の状況及びメンテナンスについて 

グラウンドの芝生化の維持について 

 

４ 学校運営協議会委員からの質問及び意見聴衆 

  （学校教育及びガイダンス関連） 

・高校と大学の連携状況について→ 東京外国語大学と清泉女子大学と連携している。 

  ・IB卒業生の活躍は大変素晴らしい。 

  ・総合型選抜及び一般受験結果について→ 

本校の探究活動など教育活動は総合型選抜に強みがあり結果につながっている。 

一般受験が難化傾向にある。 

日本語の乱れを感じるので学校での日本語の指導を強化してほしい。 

  ・必要であれば、アメリカの大学志望の生徒さんに向けて講話が可能である。 

・新教育課程になってどのように変わったか。 

→ 教職員が国際科と国際バカロレアコースも教えることによって双方の良いところを

活用できている。 

県の方針で学校設定科目を精選することとなった。これまでの本校の特色ある科目

は継続して実施できるように工夫をしている。 

（生徒支援関連） 

・「自主自立につながる生徒支援体制」を確立することが重要である。 

  ・部活動の地域に移行についての高校の準備体制について。外部委託への備えはどうか。 

→ 担当グループに伝えて、検討する。 

  （校内施設・地域連携関連） 

・小中高連携の現状について→  

「小学校英語」の授業で生徒が六ツ川小学校で英語学習を通して交流を続けている。 

    昨年は本校生徒が「小学校英語 DVD」を作成して小学校で活用いただいた。 

     五校の会「六ツ川の３小学校＋六ツ川中学校＋本校」があり、７月に会合予定。 

道の愛称の会合も開催して近隣小中高校長の参加があり、熱意を感じた。 



・自治会の中に小中高がそろっているのはありがたい環境だと思っている。 

・校内の施設を地域に開放する機会について 

 → 学校の教育活動との調整が必要であることをご理解いただきたい。 

・校内芝生の整備及び維持について 

→ 技能員が芝刈り機で整備している。 

→ 芝を維持するのは大変だと思う。「縁の下」の努力のおかげだと思う。 

 

（広報関連） 

・令和４年度入学者選抜の国際科の倍率が低いと考える。コロナで制約があるが、今後の受

検生のために学校を知ってもらうことが大事である。保護者目線で協力していきたい。 

→ 広報活動も活発に行っていく予定である。 

 

５ その他(事務連絡) 

  ・第２回の学校運営協議会を９月２３日に予定している。 

・新棟の見学を実施した。 

 

 

以上 


